
「うーたの里」を
核にした人とのつながり

地域づくり

「うーたの里山林再生プロジェクト」活動うーたの会
　地域のコミュニティ再生と自然体験・森林体験を通して子どもの健全育成などを目的に、「うーたの里

山林再生」をすすめています。

里山林の保全と更なる再生促進事業
　①竹林の整備
　②ホタルが育つ水辺や沢の環境保全
　③自然観察道の整備と促進

①自然体験による子どもたちの知・徳・体の発達

②地域のつながりの促進

③森林機能効果再生による地球温暖化防止への効果

④生物多様性保全（生き物の生息環境の保全）

⑤森林ボランティアの活動の場

⑥全世代の学びの場

主
な
活
動
内
容

活
動
の
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ら
い

「うーた」とは、「太田（おおた）」という地名がなまった呼び名です。

うーた子どもワールド（づくり）事業
　①縄文の里山体験
　②ふくろうの森づくり

ホームページ http://oitacity-comm.genki365.ne 　連絡先：097-520-1273（加藤）
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●縄文の秋の収穫祭 2011●

●縄文人と知恵くらべ実験●

●大東中学校や大学生の参加●

●県政ふれあいトーク●

●平成 24年度メディア情報●
４月　ＯＢＳラジオ・・・・・・・・・ストップ温暖化
５月　ＯＢＳトピッカー・・・・・・・ホタルの季節到来
５月　大分合同新聞・・・・・・・・・縄文活動
６月　市報６月号・・・・・・・・・・うーたの会の紹介
６月　ＯＢＳイブニングニュース・・・県内のホタル紹介
９月　ＮＨＫビデオだより・・・・・・知事との県政トーク
９月　ＴＯＳニュース・・・・・・・・縄文のカゴづくり

　小学生達が粘土で作ったふ

くろうを窯で焼いてから「うー

たの里」の「ふくろうの森」

に設置しました。

　今後は、約 1万本の東側真竹

林の整備をどのように進めて行

くのかが課題です。

　自然観察道の設置で里山の

奥まで、自然観察が出来るよ

うになりました。

　うーたの里の自然環境を利用し

た縄文人のくらしを体験するイベ

ントです。復元した当時の道具で

縄文人になりきって下さい。

　うーたの里では、周辺の住民だ

けでなく、明治小・大東中の生徒

さんが参加してくれています。大

学生もボランティア活動を体験す

る場として活用しています。

　広瀬知事が「うーたの里」

に来訪しました。整備の様子

や活動の内容をしっかり見て

聞いて頂けました。

●竹林の整備と除草作業●

西側孟宗竹林の整備

西側孟宗竹林の整備後

苦戦中の東側真竹林

東側真竹林の運び出し

奥地の草刈り作業

自然観察道周辺の草刈り

●ホタルが育つ水辺や沢の環境保全●

ホタルの教室 沢に幼虫を放流

ほたるの幼虫

整備中の沢

沢にあるミニ滝沢周辺で遊ぶ小学生

　今年の夏は、1200 匹位のホタ

ルが飛来し、多くの方が鑑賞に

来ました。

木材を運ぶ

●自然観察道の整備と促進●

柱の穴を掘る 木枠が完成

明治小卒業記念作業 記念の名前 完成した自然観察道

手作り縄文服 弓矢体験

復元した石斧で木こり体験 縄文シシ鍋に舌鼓

カブトムシも

いるよ！

●ふくろうの森づくり●

粘土でふくろう作り 集中して作る小学生 出来上がったふくろう

創造力豊かな子供達 「ふくろうの森」入口 木に設置されたふくろう

中学生の沢の清掃 中学生のはたけづくり中学生のめだか池づくり

大学生の草取り 大学生の沢の清掃 みんなで集合写真

ドングリ貯蔵用の水穴 水穴を掘る中学生

かづらで編んだ縄文カゴ かづらを浸ける水枡

縄文時代の穴を掘る道

具を説明する首都大学

東京の山田教授

　国指定史跡「横尾貝塚」

の近隣という立地を活かし

て、縄文時代のくらしを再

現する様々な実験を首都大

広瀬知事里山視察 ホタルについての説明

沢には、「カジカ」と

いう魚もいるよ！

沢には、「カジカ」と

いう魚もいるよ！

ビオトープにはオオイタ

サンショウウオもいるよ。

ビオトープにはオオイタ

サンショウウオもいるよ。

公民館での対話の様子

●生き物の生息環境の保全●

アサギマダラの飛来誘致 フジバカマの育成 半夏生（絶滅危惧種）保全

学東京と大分市文化財課と

協力して行っています。

　アサギマダラの飛来誘致のた
めフジバカマを育成しています。
2012 年には、初めて飛来を確認

しました。また絶滅危惧種の
半夏生の群生地として保全を
進めています。

鴨園川
乙津川

市報 6月号記事
「うーたの会」
ホームページ

 うーたの会
ホーム

基本情報

活動の紹介

事業の概要

会則のご案内

会員募集について

参加してください！

お知らせ

お問い合わせ

雑感、随想、日記ブロ
グ

アクセス

リンク

縄文を知ろう！

うーたのホタル・生き
物

うーたの植物・樹木等

★トピックス★
あなたが支える応援事業（1％事業）の結果：　676人（過去最高）の支援
をいただきました。
　多くの支援ありがとうございました。
会員募集：「会員募集について」を見て♪
　自然体験やホタル学習を通した子どもたちの健やかな育成に賛助いただく
スポンサー会員への登録をお願いします。

＜うーたの会＞について
大銀ドームの東に位置する大分市横尾で活動する「うーた（大田）の会」で
す。この地も近年、離農→休耕田→住宅地に変化してきており、失われつつ
ある里山を再生するべく、現在「うーた」里山再生プロジェクト活動を推進
しております。竹林整備、平地の草刈り、ビオトープづくり、子どもフクロ
ウワールドづくり、アサギマダラを誘致するなど,下記を目的としたグランド

デザインを描いて夢を追いかけております。
　※画像は、孟宗竹林の伐採・整備の情景です。

自分づくり・子どもづくり・仲間づくり・地域づくりのため
森林再生・地球温暖化防止のため
ホタル、アサギマダラ等生物多様性再生のため等

を目的にフィールドづくりを続けております。一度、おいでください。一緒
に活動しませんか。
　連絡先090-6298-6363 うーたの会事務局　加藤

新着情報

◆縄文の籠づくり

◆広瀬知事来訪－県政ふれあいトー
ク－

◆8月活動状況

大分市地域コミュニティネット今すぐクリック！


